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技術本部の活動をご理解いただくことを目的に、
各委員会・WGが2021年度に実施した 
調査研究とその成果等を発表しました。

日時  2022年6月3日（金）12:55～17:10
会場  日本教育会館　
開催形式  会場及びオンラインでのハイブリット開催

技術本部成果発表会 開催報告

IoT技術高度化委員会 スマートライフWG 【講評】QOL向上を大目標とし、具体的な開
発テーマ「エモーションフラワー」を設定し、
エモーション認識AIの生活での具体的な
応用をわかりやすく実現した。コロナ禍中の
リモート環境で応用例ということも評価さ
れた。今後の活動に大き
な期待ができる。

ハードウェア委員会 RISC-V WG

発表者：國井雄介

【講評】計算機業界、半導体業界で注目され
成長を続けているRISC-Vアーキテクチャ
に関する様々な要素の、JASA組込み実装
を堅調に続けている。日本語ドキュメントを
整備していることも重要である。WGの成果
はJASA版RISC-V用プ
ラットフォームとなること
が期待される。

発表者：小檜山智久

応用技術調査委員会 AI研究WG 【講評】昨年に引き続き、本WGはAI分野で
様々な適用や様々なAI方式を実践的に試用し
ている。セミナーなどを開催し組込みAIの普
及を促進している。本講演は限られた時間内
に多くの試用例の報告があり、試用結果はわ
かりやすかった。一般向け
にAI方式のよりわかりやす
い説明が期待される。

発表者：中村仁昭
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安全性向上委員会

組込みシステムセキュリティ委員会 【講評】昨年に引き続き良い成果を上げてい
る。組込み分野のセキュリティは、自動車、
ロボットなど身近なあらゆる分野でより重
要になってきている。当WGは、取り組み対
象、IPAなど外部組織などとの協調、成果な
どが素晴らしい。活動成
果の展開が期待される。

発表者：牧野進二

特別賞
（会長賞）

「新たな気付きによる研鑽（今回のケースでは人間のメンタル
モデルに着目したSTPA）　STAMP/STPA/CASTにかかわ
る事例や、Safety＆Security（S&S)の研究成果の一部を外
部に発信することができた。」

応用技術調査委員会 OSS活用ＷＧ
「LSI開発がOSSで自由な時代。RISC-VやROSにOSSを活用
する世界をみんなで考える情報を発信。TEE実装のRISC-V 
Keystone、HummingbirdE203coreの動作の調査など実
施。“エッジデバイスプロトタイプングで深めるOSS活用WG”
をテーマにしたワークショップ形式のハンズオンを全4回、3年
連続で実施した。」

IoT技術高度化委員会 ドローンＷＧ
「経済産業省策定「無人航空機分野サイバーセキュリティガイ
ドライン」の分析から、Safety&Securityの対応を検討、目視
外飛行のユースケースに絞り分析した。金沢工業大学との連携
ではVTOALの機体を開発。新年度で実証実験を計画する。」

▶挨拶に立つ竹内嘉一会長
▼リアル会場での発表の様子
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応用技術調査委員会 アジャイル研究WG
「コロナ禍で増加した在宅勤務はアジャイルな考え方による改
善の足がかりとして、集中のしやすい、情報の共有量が増える、
固定した期間で区切り決められたタスクを完了させるタイムボッ
クスによるメリットなどポイントを整理。在宅勤務をきっかけに、
アジャイルな考え方でムダを削減していくことを提唱した。」

プラットフォーム構築委員会 OpenEL活用WG
「ソフトウェアの実装仕様を標準化するオープンなプラットフォー
ムOpenEL普及に向け、講演会、デモ公開、対応デバイスの追加な
どに成果があった。開発成果は、LEGOEV3、NVIDIA JetBot用コ
ンポーネントをGitHubで公開、ROS2セットアップ済みJetBot向
けDockerイメージをdockerhubで公開した。」

プラットフォーム構築委員会 組込みIoTモデリングＷＧ
「IoT等の新たなデジタルサービス提供に有用なモデリングとそ
の活用方法の共有資産化を目指している。2020年度の
『Systemof Systemsで提供される本人確認を伴うサービス
の安全性」をさらに考察、モデルを作成することでサービスの安
全性を事前に検証できることを確認した。今後は、より手軽にモ
デルを作成できるような手法や仕組みの検討を進めていく。」

聴講者アンケート

●受講の目的は何ですか？
・技術情報収集  　13
・業界動向調査  　 7
・JASA委員会運営  　 3
・研究調査  　 3
・BJ掲載のため  　 1

●今回の成果発表会について、自由に感想を記述してください。

・私が所属する以外のWGについても、どのような活動・成果があるのか知ることができて興味深くございました。

・ハイブリッドで実施していただいたおかけで、聴講者の反応を見ながら発表できたため、話しやすかった。今後は委員会同士の連携が
  進むと面白い思いました。RISC-Vの話は面白かった。

・JASAさんの活動を通じて、PJ by PJで柔軟に企業連携ができる環境が出来そうに感じました。

・リモートで参加が出来て良かったです。

・多少の温度差は見られましたが、レベルの高いプレゼンばかりでとても参考になりました。

●当イベントは、どの様にしてお知りになりましたか？
・JASA会員ML    8
・上司、同僚、会社からの紹介    4
・JASA HP    2
・RISC-V days Tokyo 2022   1

ハードウェア委員会 デバイスWG
「2020年度（旧ハードウェア委員会）はほぼ活動休止状態、活
発的な交流を目指した2021年度も予定の半分足らずの実施に
終わった。今年度は、①FPGAボードの開発環境導入手順書の
作成②FPGAボード用のサブボードの製作③FPGAボード＋サ
ブボードの動作確認結果報告④FPGAボードRISC-V導入手順
書の作成での成果を目指す。」

▶ 詳細資料は協会HPにて公開いたします。https://www.jasa.or.jp/archive/reports_technical/
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